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グランドデザイン実現に向けた主な課題

『高島平地域グランドデザイン』　

　

　高島平地域は、昭和 40 年代後半から昭和
50 年代前半にかけて、一時に都市が誕生し
たという特殊な成り立ちを持っています。
　誕生後しばらくは、“高島平団地” を中心に、
住民の多くをファミリー世帯が占めており、
まち全体がにぎわいと活力に溢れていまし
た。しかし、それから 40 年以上が経過し、
団地や公共・公益施設等の老朽化と少子高齢
化の進行等により、地域全体のにぎわいや価
値（ブランド力）の低下を招いています。

　そこで、板橋区は平成 27 年 10 月に高島平
地域グランドデザイン（以下「グランドデザ
イン」という）を策定し、「東京で一番住み
たくなるまち」の実現を目標に、ターゲット
とする20代から40代までの若者世代が集い、
移り住みたくなる魅力創造と、高齢者を含む
多様な世代が歩きや自転車利用を中心とした
生活を楽しんで暮らすことができる都市モデ
ルを提案しています。
　グランドデザインでは、具体的に取り組む
べきテーマとして、①にぎわい創出、②ウェル
フェア（医療福祉）、③スマートエネルギー（効

率的なエネルギー利用）、④防災・防犯を位置
づけるとともに、鉄道駅を中心とした交流核
や生活核の形成、プロムナード（散策道）、
歩行者・自転車ネットワークで構成するエリ
ア単位の空間像を提示しています。

　グランドデザインの実現は行政だけでは達
成できません。高島平地域には、昔から様々
なコミュニティや地縁組織があり、そうした
方々の思いを取り込み、まちを再生していく
ことが重要です。
　一方で、未来志向のまちづくりに向け、地
域内外の若い人の参画も必要不可欠です。
　さらに、事業を動かすためには、民間事業
者や大学等の専門家の存在も大切です。
　しかし、高島平地域には、こうした「民・学・
公」の各分野のプレイヤーを繋ぐ、連携の機
会が少なく、それがまちづくり上の課題の一
つとなっています。
　この「参加と連携のプラットフォーム（基
盤）」として機能するのが、アーバンデザイ
ンセンター（以下「UDC」という）であり、
その必要性については、グランドデザインの
中でも謳われています。

高島平地域の現状

2



　グランドデザインで掲げる４つのテーマを
推進し、将来にわたって持続可能な活力ある
まちへと発展するために、継続的な活動支援
と新たな活動の育成を担い、まち全体をマネ
ジメントすることが必要であり、その役割を
担うのがUDCです。
　高島平版のUDCの設立に向けては、民・学・
公からなる設立準備会を設置し、理念、活動
方針、組織体制等、UDC 設立に関して必要
な事項の検討を行いました。

■デザインセンター設立準備会委員
（構成員７名 /◎会長、〇副会長）＜敬称略＞
［民］ 板橋区町会連合会　　高島平支部長
［民］ 板橋区商店街連合会　第七支部長
［学］ 東京大学大学院 新領域創成科学研究科
　　　　出口　 敦　 教授〇
［学］ 東京大学大学院 工学系研究科　　　　
　　　　樋野　公宏　准教授　
［公］ 独立行政法人都市再生機構 
　　　東日本賃貸住宅本部 
　　　東京北エリア経営部団地マネージャー
［公］ 板橋区 政策経営部長
［公］ 板橋区 都市整備部長◎

　　　　　　

　

　準備会は平成 28 年１月～７月にかけて３
回開催されました。公式な会議だけでは、議
論の機会が限られるので、それを補完するも
のとして、事前に個別に意見交換を行う場を
設けたり、必要に応じて、検討協力者 ( 柏の
葉アーバンデザインセンター（以下「UDCK」
という）副センター長等）からも助言をもら
う等して、検討を進めました。
　準備会の検討成果は「高島平地域における
デザインセンター設立検討報告書」として取
りまとめ、区長に提言しました。
＜第 1回準備会＞平成 28 年 1月 29 日
　・理念、活動方針
　・名称
　・組織体制
　・平成 28 年度の活動内容
　・スケジュール
＜第 2回準備会＞平成 28 年 4月 22 日
　・デザインセンターの規約（案）及び組織体制
　・若者の参画・参加の仕組み
　・平成 28 年度、29 年度以降の活動内容
＜第 3回準備会＞平成 28 年 7月 14 日
　・デザインセンター設立準備会報告書 ( 案 )
＜区長への提言＞平成 28 年 7月 26 日

デザインセンター設立準備会 検討経過

準備会の様子

区長への提言の様子①

区長への提言の様子②
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対象エリア　

活動方針

活動の目標

活動の基本理念

　平成 28 年 11 月 6 日「民・学・公」が連
携してまちの将来像を描き、実現するまちづ
くりのプラットフォームとして、「アーバン
デザインセンター高島平（以下「UDCTak」
という）が設立されました。
　UDCTak は「東京で一番住みたくなるまち」の
実現に向け、まちづくりを推進していきます。

　高島平の歴史的な成り立ちや、日常生活圏
等から高島平一丁目から九丁目を活動対象と
しています。

　多くの人を惹きつけ、時を過ごし、住みた
い、働きたい、暮らし続けるまち（願いに応え、
みんなでつくる『高島平スタイル』）を実現
することです。

・まちづくりに関わる民・学・公の様々な団
体や個人が、それぞれの主体性のもと連携
し、地域の将来像の実現を目指します。
・「学び考え提案する」「実践し事業化する」「持
続的に運営し定着させる」というサイクル
で活動を推進していきます。

　「地域デザイン」、「まちづくり事業」、「ま
ちの維持管理運営」等による一体的なエリア
マネジメントに取り組み、以下の活動（事業）
を行います。
①  まちづくりにかかわる調査・研究
大学や専門家との連携によるまちづくりの
ニーズの調査・研究や最新事例の研究・研修
を通じた先進的プロジェクトの検討・提案。
②  空間デザインと公共空間の活用方策の検討
高島平地域の優れた空間資源を活用した地域
の魅力づくり
③  地区別まちづくりの検討と事業化支援
地区毎の課題に応じたまちづくりの検討の場
の設置及び事業化に向けた関係者間の調整
④  グランドデザインの実現＋αの提案や支援
グランドデザインに示されたテーマに応じた
プロジェクト提案やその推進支援
⑤  魅力の発信、ＰＲ
戦略的な情報発信による、地域の新たなイ
メージ、ブランド力の構築
⑥  センター機能の強化と持続的運営の枠組
み構築に向けた協議・調整

持続的運営に向けた運営協力体制の構築、拠
点施設の早期確保、運営財源の獲得、法人格
の取得に向けた検討、協議や調整

民・学・公連携の概念図

ＵＤＣＴａｋ（ユー・ディー・シー・タック）は…

未来志向で多様な主体がまちの将来ビジョンを議論し

共有するための場となります

従来型のまちづくりの枠組みを超えて民・学・公が連

携し、新たなプロジェクトを具現化する場となります

若い世代を含む新たなまちづくりの担い手を育て巻き

込むオープンな場となります

地域の空間資源を生かして都市のリデザインとマネジ

メントを行う専門機関となります
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運営・組織体制

①  「民・学・公」の各関係組織の主体的な参
加と持ち寄り型の運営

　多様な主体が運営に関われるオープンな組
織体とし、人・活動・空間・資金を持ち寄り
運営する共同運営体制を基本としています。
　まちづくりや UDCTak の運営において、一
定の責任と役割を果たす民・学・公の主要機
関（構成団体）を明確にし、UDCTak 運営へ
の主体的な参加を促しています。

②  二層構造の運営、現場の動きの尊重
　現場における活動のしやすさを尊重し、管
理運営のための意思決定機関と現場の活動を
担う実行部隊との二層構造となっています。
　UDCTak 運営の基本的枠組みや年次毎の事
業方針を協議・決定する「管理運営のための
協議体（理事会）」と、現場を担う「運営機構」
の２つの枠組みで構成しています。

③  運営の柔軟な見直しと将来的な自立化
　まちづくりの進捗に対応できる柔軟な組織
であることが求められ、理事会では組織運営
のあり方、プロジェクトの内容等について不
断の評価・見直しを行っています。将来的に
は、公共空間を活用したまちづくり事業や指
定管理者制度による管理の受託等の自主財源
の確保により、自立的な運営体制への移行を
目指しています。

④  組織の形
　まずは 3 年を目処に、プロジェクトを生み
出し軌道に乗せることを目指しています。当
面は、自由度の高いプラットフォームとして、
任意団体としていますが、3 年後に継続の是
非（存続・廃止を含め）を議論し、運営体制
について見直すこととしています。

※
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当面の活動内容（平成 28～ 29 年度）

　UDCTak は次に挙げる７つの活動を柱とし
ています。ニーズや効果の高いものから、先
行的に進めながら、地域からの声や活動の盛
り上がりを踏まえて、新しい活動を増やして
いきます。

①  プロムナードのリデザイン（再整備・リ
ニューアル）とマネジメント

・先行して取り組むプロムナード整備の検討
の継続と参加者やサポーターの拡充

・プロムナードを活用した新たなイベント等
の実施

②  地区別まちづくりの検討と事業化支援
・旧高七小跡地を含む公共用地の再整備に向
けた具体的な検討を公・民・学の連携によ
り行い活用方針を提言

・周辺エリアの連鎖的都市再生についても、
中長期的な視点で検討

③  こども × まち　未来の担い手育成プロ
ジェクト

・子育て世代向けのイベントの企画
　－世代・属性別の地域マップづくり
　－学校カリキュラムと連携したまちづくり

学習等

④  広報ツールの作成と充実
　（ロゴ、ウェブサイト、広報誌）
・まちの魅力やUDCTak の取組の情報発信
・ホームページや SNS、FB 等を活用し、イベ
ントの案内や活動報告

・機関紙（ニュース）の発行や既存の地域情
報媒体との連携

⑤  センター拠点化事業（まちづくりサロン）
・何か高島平で面白いことをしたい人、感度
の高い人が集まり意見交換をする場の定期
的な設置

⑥  デザインスクール
・学識経験者や大学生、企業や行政等と地域
住民が、まちづくりの課題等について継続
的に話し合い、実際のまちづくりや空間デ
ザインに反映

⑦  連携会議
・関係機関や地域活動団体等との定期的な情
報交換やイベント実施に向けた調整等の会
議の開催
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活動報告

１．設立プレイベント　: p08

２．設立記念イベント　: p10

３．「高島平みらいゾウ」アンケート

　　結果　: p43

４．高島平プロムナード基本構想

　　（素案）の検討　: p45

7



　平成 28 年 10 月 30 日（日）に高島平緑地
の噴水広場において、UDCTak の設立プレイ
ベントを開催しました。
UDCK より屋台を借り、公共空間をオープン
カフェスタイルの居心地の良い滞留スポット
に変え、パネル展示や東京大学の学生の模型
による提案の展示を行いました。
　１日限りの試みでしたが、子どもから高齢
者まで多くの方に来場頂き、高島平に住む
方々の声を聞き、まちづくりへの関心の高さ
を実感することができました。
　オープンカフェスタイルの滞留空間では、落
ち着いてお茶を飲む方、仲間と談笑する方、ま
ちづくりについて語り合う方、小さなお子さ
んとのひと休みなど、皆さんそれぞれの使い
方で普段とは違った空間を楽しんでいました。
　また、「高島平みらいゾウ」には、「未来の
高島平はどんなまち？」「高島平の好きなと
ころ」「高島平緑地でしたいこと」という３
つのテーマについて、訪れた方の声を付箋に
書いて貼り付けて頂きました。幅広い年齢層
の方からたくさんの声（付箋）が集まり、「高
島平みらいゾウ」は地域の方の思いが込めら
れた付箋でカラフルに彩られました。

　プレイスメイキングは直訳すると「場づく
り」ですが、単にハードとしての「場」をつ
くるのではなく、居心地の良い空間を提供し、
そこの「場」の体験を通して、その「良さ」
を実感してもらうことが大切です。
　今回の試みでは、アスファルトの広場に人
工芝を敷いて、イスとテーブル、パラソルを
設置し、誰でも気軽に立ち寄れる空間を設え
ました。また、子ども達が楽しめるようにと、
ハンモックも設置しました。
　駅前と向かいがスーパーマーケットという
立地から、人通りの多い場所ではありますが、
通過することはあっても滞留することは少な
い空間でした。しかし、こうした装置を置く
ことで、人々が一定の時間を「過ごす」こと
ができる場所へと変化させることができます。
　高島平の皆様にも、いつもの広場がちょっ
とした工夫によって「見違える」ことを実感
して頂けたことと思います。
　

一日限定のプレイスメイキング 居心地の良い場の提供　～滞留空間～

　　日　時：平成 28 年 10 月 30 日（日）10：00 ～ 16：00
　　会　場：高島平緑地内噴水広場付近　　※「高島平みらいゾウ」への付箋数：171 枚

開 催 概 要
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UDC Tak cafe　～コミュニケーション～ パネル展示　～情報発信～

　屋台では、「高島平みらいゾウ」にコメン
トを頂いた方に、お礼として飲み物とお菓子
を提供しました。
　オープン直後は寒かったこともあり、立ち
寄って頂ける方はまばらでしたが、人が人を
呼び、少しずつ話を聞いて、コメントを書い
てくださる方が増えました。
　また、お礼の飲み物とお菓子を提供するこ
とで、いつもとは違った空間でオープンカ
フェ気分を体験して頂きました。
　座ってコメントを書きながら、夫婦や親子
で、小学生のグループは仲間同士で、自然と
会話がはずみ、対面しているスタッフとも交
流が生まれるきっかけとなりました。
　

　UDCTak 等のパネル展示も行いました。通
りすがりに興味を持ち、じっくりと読んで下
さる方や近くにいるスタッフに質問をした
り、模型を眺めながら未来の高島平について
話をしたりと、パネル展示を通して地域の皆
様が高島平の未来について考える機会になっ
たのではないかと思います。
　そして、なにより UDCTak としても、これ
から高島平で何かが動き出すことを地域の
方々に PR することができました。

＜パネル展示の内容＞
　①UDCTak について
　　・設立の目的、特徴
　　・活動内容、運営体制　等
　②高島平プロムナード基本構想について
　　・検討中のプロムナード基本構想の概要
　　・東京大学学生によるプロムナードの整
　　　備提案の紹介
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　　日　時：平成 28 年 11 月 6日（日）13：45 ～ 16：15
　　会　場：高島平区民館 ホール
　　参加者：127 名（男性 95 名、女性 31 名、子ども：1名）

　　開会（13：45）
　　オープニングイベント
　　　（１）設立宣言（UDCTak センター長、東京大学大学院教授　出口  敦）
　　　（２）区長挨拶（板橋区長　坂本  健）
　　　（３）来賓挨拶（板橋区議会　議長　杉田  ひろし）
　　　（４）来賓紹介
　　基調講演（14：05）
　　　『「民・学・公」連携によるまちづくり』
　　　（UDCTak センター長、東京大学大学院教授　出口  敦）
　　休憩（14：35）
　　パネルディスカッション（14：45）
　　　『「民・学・公」連携で進める高島平のまちづくりについて』
　　　※コーディネーター：UDCTak センター長、東京大学大学院教授　出口  敦
　　　　パネリスト（５０音順）
 東京農業大学 阿部  伸太　准教授
 東京大学大学院 樋野  公宏　准教授
 筑波大学 藤井  さやか　准教授
 大東文化大学 飯塚  裕介　講師

　平成 28 年 11 月 6 日（日）に設立記念イベン

トが行われました。当日はUDCTakのセンター

長となる東京大学大学院 出口敦教授の設立宣

言で開会し、板橋区の坂本健区長及び、杉田

ひろし区議会議長よりご挨拶を頂きました。

　続いて、出口センター長より UDC の国内

第一号であるアーバンデザインセンター柏の

葉（以下「UDCK」という。）を事例に「民・学・公」

連携によるまちづくりについて講演して頂き

ました。

　パネルディスカッションではコーディネー

ターの出口センター長と４名のパネリストに

より「民・学・公」連携で進める高島平のま

ちづくりについて議論して頂きました。

　会場は、堅苦しくならないようにとの趣旨か

ら、後方に休憩スペース等も設置し、休憩し

ながら参加頂けるように趣向を凝らしました。

進行プログラム

開 催 概 要
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　UDCTak の設立記

念の日に、大勢の

方々のご参加頂き感

謝致します。

　関係者の皆様方の

ご協力を頂き、この

UDCTak によって板

橋区ならびに高島平

のまちづくりに大きな前進と成果が現れるよ

うに、皆様方のご協力をお願いしたいと思い

ます。

　高島平は非常に有名な地域で、恐らく板橋

区の名前よりも高島平の方が全国的に知名度

が高いのではないかと思います。昭和 40 年

代の半ばからこの地域の開発が始まり、多く

の方の憧れの場所として、全国から移住され

たとも聞いています。大変、先進的な都市で

もあったため、この地域の人気は極めて高く、

現在に至っております。

　しかし、現在の高島平地域には課題も多く

あります。40 年以上が経過し公共施設や団

地も含めた建物等の老朽化問題が喫緊の課題

です。また、高齢化は、区の他の地域の２倍

のスピードで進んでおり、高齢化への対策が

急務な地域でもあります。

　しかし、高島平地域は介護度が非常に低く、

この地域の皆様が、いかにこれまでコミュニ

ティを大事にしながら、健康面に留意をして

きたかが分かります。この健康的で先進的な

高齢者の地域を今後とも、区政としてどのよ

うに考えていくのかというのが大きな問題で

あると思っています。

　そこで、板橋区は、「民・学・公」の連携で、

関係者の方々の同意や、色々な意見を集めな

がら進めていくまちづくりのデザインセン

ターということに注目しました。そして、出

口先生をセンター長として、全国で 14 番目

のＵＤＣとしてUDCTak が誕生致しました。

　東京都内初の UDC であり、しかも計画的

に整備されたまちとしても初の試みです。そ

ういう意味では、多くの方がこの UDCTak に

大きな関心を持っているのではないかと思い

ます。日本でも類をみない高齢社会であり、

大規模な成熟したこの地域を、いかに世代交

代しながら住みやすくしていくかということ

は、我々が取り組むべき大きな問題であると

思っています。

　そのためには、これから 30 年、40 年先の

高島平の未来を、自分達で考えていくという

仕組みが大事だと思っています。

　この実現に向けて、UDCTak を中心に、多

くの方々にまちづくりに参加して頂き、セン

ターの機能を十分に発揮しながら、高島平の

まちづくりを進めていきたいと思います。

　板橋区も、高島平地域グランドデザインの

実現と UDCTak の持つ役割について、総力を

挙げて取り組んでいく決意であります。

　今回の UDCTak については、公的な機関も

含めて、民間企業の皆様や民間事業者、また

地域の関係の皆様等多くの方々にご協力を頂

きました。これら多くの皆様方の力をお借り

しながら、また一緒になって取り組むことが

できればと思っております。

　本日の設立を機に、高島平が益々発展でき

ますように、今日お集まりの皆様には更なる

ご協力とご理解をお願い申し上げます。

　

区 長 挨 拶

坂本  健（板橋区長）
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　都市というのは人

間が住みやすくする

ために、デザインし

てつくったものであ

り、これからもデザ

インし続けなければ

ならないものです。

そして、ずっと使い続け、暮らし続けなけれ

ばならないものでもあります。そのためには

地域で自らマネジメントをしていくことが必

要です。

　このように都市は自らデザインするもので

あり、地域でマネジメントしていくものだと

いうのがアーバンデザインマネジメントの基

本的な考え方です。それを実際に、行政の外

郭団体とは違った中立的な立場で、「民」と

「学」と「公」とがお互いに色々なものを持

ち寄って参加して、まちづくりを進めていく

組織がUDCです。

　一見それは不安定に見えるかもしれません

が、実はそれが、自らデザインし、マネジメ

ントする組織としては一番理想的な形ではな

いかと私は思います。そういった考え方に基

づいて UDC を立ち上げ、運営を進めてきま

した。

　UDCTak は都内では初めて、全国では 14

番目の UDC となります。これまでは、立地

の良さでまちが栄えてきましたが、高齢化や

人口減少が進んでいく中では、地域の資源を

生かし、変化に合わせて、まち自体を新しい

時代、新しいニーズに対応するように進化さ

せていくことが求められるでしょう。それが

都市デザイン、或いはアーバンデザインの役

割だと思います。

　全国各地に UDC が設立していますが、そ

れぞれ課題が異なっています。UDCK は区画

整理事業で新しくまちをつくっている中で設

立されました。

基調講演「民・学・公」連携によるまちづくり
（ＵＤＣＴａｋセンター長、東京大学大学院教授　出口  敦）

出口  敦（東京大学）

「アーバンデザイン・マネジメント」の基本的考え方

１．アーバンデザインセンターについて

２．全国のUDC
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　福島の UDCT や UDCKo では、復興計画の

作成支援、地方の空洞化、衰退化の再活性化

を担っています。

　地域の特性や課題に応じて目標や方針の設

定は違うのですが、同じ「民・学・公」の体

制で取り組んでいる兄弟分のセンターとなり

ます。

　UDC の第一号である UDCK を簡単に紹介

します。

　UDCK では全くの更地から新しいまちをつ

くっていく中で、その中心的な役割を UDCK

が担うという目的で、2006 年に設立されま

した。今月で、ちょうど 10 周年を迎えます。

　柏の葉の今のまちづくりのポイントを大き

く 2 つ、今日は挙げておきたいと思います。

　1つはUDCKの存在です。都市開発には色々

な方が関わっていきます。区画整理をやって

いる千葉県がインフラをつくり、その維持管

理は柏市の市役所が行います。公園等の公共

施設は市役所がつくっていきます。それから、

その上に上物の施設をつくっていくのはディ

ベロッパーや民間事業者です。そして、そこ

に住み始めた住民の方々が、まちをまちらし

く育てていく、あるいはコミュニティを育て

ていきます。

　このように、様々な関係者の方が関わって

いきます。まちづくりというのは活動から始

まりますが、その活動を集める場所がありま

せんでした。その活動が集まって、あるいは

人が集まる場として、UDCK が 10 年前に発

足しました。

　UDCK の初代のセンター長は今から 3 年ほ

ど前に亡くなってしまいましたが、東京大学

の北沢猛先生です。北沢先生は、元々横浜市

役所に勤めていたご自身の経験から、こうし

たセンターの必要性を強く感じ、関係者に働

き掛けてＵＤＣをつくりました。

　２つ目は、マスタープランの存在です。そ

れは、関係者の方々が皆で将来像あるいは方

針を共有していくための計画のようなもので

すが、ここでは「柏の葉国際キャンパスタウ

ン構想」を 2008 年に策定しています。

UDCK が発足して最初の仕事の一つが、この

キャンパスタウン構想をつくり上げたことで

す。まちの様々な方が、それぞれ色々なプロ

ジェクトを進めていく中で、皆で進んでいく

全国に広がるＵＤＣ（アーバンデザインセンター）ネットワーク

３．ＵＤＣＫ（柏の葉）について
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方向性をこの構想によって共有しているとい

うことです。

　この存在は非常に大きいと思います。この

2つを最初につくり、皆で構想を目指していっ

たというのが、大変上手くいっていると言わ

れている要素ではないかと思います。

　ここ板橋区では「民・学・公」と言い、我々

は「公・民・学」と言っていますが、それぞ

れの役割で、それぞれが色々な施設の運営費

等、空間と人とお金を出し合って、行政とは

独立したところで組織を運営していくという

ことを進めています。

　また 2011 年には一般社団法人も設立し、

今は法人格を持った UDCK と任意団体として

のUDCK が共存している形を取っています。

　実際にコミュニティを育てていくための取

り組みも、まちのクラブ活動をつくったり、

千葉大学が中心となって「カレッジリンク・

プログラム」という社会人向けのプログラム

を運営したり、サポートしたりしています。

様々な取り組みをしていますが、そこに住み

始めた方々のコミュニティを育てていく役割

が中心で、ＵＤＣＫが色々なチャンネルにな

り、あるいはサポートも行っています。

柏の葉におけるアーバンデザインの仕組み

次世代移動交通の実験
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　更に東京大学、千葉大学も関わっているの

で、交通の実験等色々な社会実験も進めてい

ます。それから公園や小学生のための通学路

等の公共空間整備にも携わっています。都市

計画の専門家を始めとするディレクターがこ

こに常駐し、県や市、民間事業者の間を取り

持つような調整の役割を担っています。

　また、民間組織と UDCK が柏市と協定を結

び、駅前広場と駅前通りの管理も行っていま

す。

　以上のように UDCK は、公・民・学連携の

チャンネルのような役割を担っています。新

たな課題を予測・分析し、実際にそれを解決

していくための社会実験や実証実験を提案・

実施し、それらを持続的に運営しています。

UDCK は、そうした仕組みを導入していく役

割を果たしています。

　UDC には活動が集まり、人が集まってき

ます。そうすると、自ずと情報も集まり、問

題が集まって来ます。集まって来た問題を皆

で知恵を出し合って議論をし、解決していく

事が、センターの意義です。

　今ではそういった活動のプラットフォーム

の役割やシンクタンクの役割に加えプロモー

ションの役割も担っています。　

　また、UDCK には専門家が常駐しているた

め、こうした機能を支えるためのセンターの

リソースが用意されています。

　このように、活動や人が集まる場所からス

タートし、今では問題を解決するための方策

を皆で集まって考えていくためのセンターと

して機能しています。

　UDCK が設立して 5 周年を迎えた 2011 年

に記念のシンポジウムを開催し、関係者が集

まりました。そこで関係者が集まって、UDC

の共通理念を整理し、共有しています。

　高島平は、こういった考え方に共鳴し共感

して、発足に至ったのだと思います。

ＵＤＣＫのセンター機能
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ＵＤＣアジェンダ 2011（ＵＤＣの共通理念）

「アーバンデザインセンター高島平」設立の提言

　既にグランドデザインで、この地域の 4 つ

のテーマが打ち出されています。にぎわい、

ウェルフェア、スマートエネルギー、それか

ら防災、防犯です。こういったものに取り組

むための組織として、また、多様な活動や将

来像を実現につなぐ産学連携のプラット

フォームとして、UDCTak をつくることにな

りました。

　センターの体制としては、「民・学・公」

連携の UDC 方式のアプローチをしていくこ

とになりました。

　それがビジョンを共有する場になり、様々

な関係者が連携して新たなプロジェクトを具

体化する場所となり、更に若い世代の方々を

新たなまちづくりの担い手として育てる場と

なります。

　また、プロムナードや公園等の様々な施設

や地域の空間資源を活かして都市を再デザイ

ンしたりマネジメントを行ったりする専門機

関としてUDCTak を本日、設立しました。

　対象とする区域は、色々な歴史的な成り立

ちから高島平の 1 丁目から 9 丁目の区域を対

象としています。

　目標は、多くの人たちを惹きつけ、時を過
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ごし、住みたい、働きたい、暮らし続けるた

めのまちを実現していこう、そこに高島平な

りのスタイルをつくり上げていこうというこ

とです。

　基本理念は、「民・学・公」の様々な団体

や個人が、それぞれ主体性を持って連携しよ

うというものです。また、地域で学んで、考え、

提案し、実践して事業化していく。そして持

続的に運営して定着させる。こういったサイ

クルで活動を推進していくための場を提供し

ていくのが UDCTak の役割だと思っておりま

す。

　活動方針を大きく 6 つ挙げています。まち

づくりに関わる調査・研究を進めていくとこ

ろから、空間の活用方針、それからグランド

デザインの実現です。更に魅力の発信や PR

があります。この地域を全国のモデルケース

として、全国一、住みやすいまちにしていく

ための魅力発信を担っていきます。

　そのためには、必要となる様々な協議や調

整の役割を担っていくことを方針として考え

ています。

　具体的な取り組みは、まだ構想段階ではあ

りますが、プロムナードの再整備や保全、活

用とそのサポートや活動の推進等が、この

UDCTak の役割となります。

また、小学校の跡地等の利活用や、その周辺

のまちづくりの検討、子供や青少年達のまち

の未来の担い手としての育成に向けたプロ

ジェクトの推進、地域ブランドの PR・発信

の役割、コミュニティ育成やまちづくり連携

に向けたサロンの開催や大学との連携による

勉強会やデザインスクールの開催等、地域で

活動する団体を横につなぐ連携の場づくりに

も取り組みたいと思います。

　今回こうしたまちづくりの活動の中心とな

る体制が整いましたが、これからが本当に大

変だと思います。

　初めてのことも多く、やってみないとわか

らないということが、まちづくりには数多く

あります。そういったものにチャレンジしな

がら、進めながら、この組織を強化し、まち

の魅力向上につなげ、新しいアイデアを培っ

ていくことができればと思っています。

　「民」と「学」と「公」のそれぞれの役割

があります。「民」は住民の民でもあり、民

間事業者の民でもあり、あるいは区民の民で

もあり、住民や区民の方々の行動力に、期待

し、お互いに協調精神を発揮して、新しい事

業にもチャレンジして頂きたいと思っていあ

ＵＤＣＴａｋの活動方針
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ます。

　それから「学」としては、地元に大東文化

大学がありますし、私共のように東京大学を

はじめ様々な大学も参画できればと思ってい

ます。そういった「学」の色々な専門家や学

生を、巻き込んで、大学が培った考え方や技

術をこの場で展開していければと思います

し、また異なる関係者の方々の意思決定の支

援もできればと思っています。

　また、「公」の役割は、区あるいは都には、

地元自治体としての戦略を立て、色々な事業

を編成して頂きたいです。それから、高島平

団地を管理している UR 都市機構にも、維持

管理だけではなく、魅力向上に向けた共通の

課題があるので一緒にまちづくりを進めてい

ければと思っています。

　まちというのは、変化していくものです。

今回、高島平は建て替えではなく改修という

ことですが、まちの変化には建て替えや改修

等の短期間の変化があり、中期のサイクルの

変化があり、それから大きなサイクルの変化

があります。こういったものを組み合わせて、

魅力的なまちにしていくというのが、私は非

常に大事だと思っております。

　恐らくこれから、色々な施設の建て替えや

再利用等という場面に直面してくることと思

います。色々な改修や、イベントで、道路や

公園を利活用することになるかもしれませ

ん。そういったものを上手く組み合わせて、

「民・学・公」が連携して、高島平のまちを、

本当に日本一、住みたいまちと言われるよう

なまちに、進化させていければと思っていま

す。私も出来る限りのことをさせて頂きます

が、何よりも地元の方々のご協力或いは主体

的な参画というものが不可欠です。この場を

お借りしてお願いし、私の講演の最後の言葉

と代えさせて頂きます。

「高島平型アーバンデザイン・マネジメント」へ
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司会：初めにパネリストの皆様をご紹介しま
す。東京農業大学地域環境科学部造園科学科、

阿部伸太准教授です。阿部先生は緑地計画、

ランドスケープデザイン、景観計画等造園学

をベースとした地域づくりや活性化を主な研

究、教育テーマとされています。

　続きまして、東京大学大学院工学系研究科

都市計画専攻、樋野公宏准教授です。樋野先

生は居住セキュリティーや都市居住、住環境

の専門家として多数の研究を手掛けていらっ

しゃいます。

　続きまして、筑波大学システム情報系社会

工学域、藤井さやか准教授です。藤井先生は

都市計画、まちづくり法制、住環境整備を専

門とされ、テーマに基づいた各種研究に取り

組んでいらっしゃいます。

　最後に大東文化大学環境創造学部、飯塚裕

介講師です。飯塚先生は建築計画、都市計画

を専門とされ、地元高島平の大東文化大学で

災害被害を軽減する防災教育の研究等に取り

組まれていらっしゃいます。

　それでは早速パネルディスカッションに

移っていきたいと思います。出口先生、どう

ぞよろしくお願いします。

出口：はい。それでは後半を始めさせて頂き
たいと思います。コーディネーターを務めま

す出口と申します。どうぞよろしくお願いし

ます。

　今日は限られた時間ではありますが、4 人

のそれぞれまちづくりに関連する専門の先生

方に登壇して頂きました。それぞれの先生方

から、まず最初に 5 分程度で自己紹介等を兼

ねて、現在取り組んでいる研究テーマのご紹

介等をして頂いて、それからディスカッショ

ンに入っていきたいと思っています。よろし

いでしょうか。では、まず阿部先生からお願

いします。

阿部：東京農業大学の
地域環境科学部造園科

学科ということで、私

は造園学をベースに都

市緑地計画学というも

のを専門にやっていま

す。造園というと多く

の方が、地下足袋を履いて木に登ってという

植木屋さんのイメージがあるかと思います

が、最近は都市デザインや国土の環境整備、

地球環境の話等多岐にわたってきています。

その中で私は都市緑地計画ということで、都

市地域の公園や住宅地等の色々な緑のプラン

ニング、計画やデザインといったところを

扱っています。

　造園科学科というのは 1924 年にできまし

た。90 年余りが経っていますが、1924 年と

いうのは関東大震災の翌年です。明治神宮の

森をつくったといわれる上原敬二先生が 30

歳の若さで立ち上げました。東京を復興する

ためのプロフェッショナルを育てる学校とし

（コーディネーター）出口  敦（東京大学大学院教授）

パネルディスカッション　「民・学・公」で進める高島平のまちづくりについて

阿部  伸太（東京農業大学）
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樋野  公宏（東京大学大学院）

て、東京高等造園学校をスタートして、今は

東京農業大学に入っています。

　近々の話ですと、3・11 の福島で、色々な

問題が起こりましたが、その中の石川町とい

うところで桜の森をつくりたいというような

地元の方のお話があり、プランニングをしま

した。そしてこの秋に、植え始めました。

　高島平とは直接的な繋がりはなかったので

すが、恩師であります進士五十八先生という

方からお声掛け頂き、そして関わらせて頂く

ようになりました。首都高でよく通っていて、

非常に森がきれいな沿道景観だなというのが

印象的なところでした。どうぞよろしくお願

いします。

出口：はい、どうもありがとうございます。
　阿部先生には、この UDCTak の専門アドバ

イザーをお願いすることになっています。こ

れからもプロムナード研究部会等を通じてご

参画頂くことになると思います。また後ほど、

色々と詳しいお話をお伺いできればと思いま

す。

　それでは続いて東京大学の樋野先生にお願

いしたいと思います。

樋野：私も出口先生と同じく都市計画を専門
としていまして、本日より UDCTak の副セン

ター長を仰せつかっています。

　紹介にもありました様に、居住セキュリ　

　　　　　　　　　　ティーというのを専門

　　　　　　　　　　としており、高齢者の

　　　　　　　　　　安心、居住支援である

とか、防犯、健康といっ

　　　　　　　　　　たことを研究テーマに

　　　　　　　　　　しています。　　　　

　　　　　　　　

　少し板橋区との関わりを紹介します。2000

年に結婚をし、この近くの蓮根に引っ越して

４年ほど住んでいました。

　同時に商店街とまちづくり研究会という

NPO を立ち上げ、中板橋商店街やハッピー

ロード大山商店街を拠点に、商店街活性化の

研究と実践活動をしていました。当時 NPO

がかなり数を増やしていた時期で、NPO と

行政との協働の在り方の研究会や、2004 年

頃に住民参加で基本計画を策定するときの委

員としても活動していました。現在は、シニ

アの方々が生きがいを持って社会で活躍でき

るような板橋区をつくるための委員会が設置

され、その委員長を仰せつかっています。

　このグラフは、年齢を重ねても元気で暮ら

して頂くために必要なことについて研究した

ものです。ここでは予定がないときでも気軽

に行けるような場所を「居場所」と呼び、そ

れがある方とない方とを比べました。年齢を

重ねると外出頻度が減る方が多いのですが、

居場所のある方は外出頻度の低下が抑えられ

ることが明らかになっています。

　下のグラフは、家族以外と会話をしない方

の割合を示したものです。特に男性の割合が

高くなっています。家族以外とはほとんど会

話をしないという方が、年齢を重ねると増え

てしまいますが、居場所のある方はしっかり

と会話をしています。

　つまり、外出頻度、それから家族以外との

会話頻度について評価をすると、居場所を
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持って頂くことが非常に大事だということが

分かります。UDCTakでも、シニアの方を含め、

誰もが居場所を持てるような街を目指したい

と考えています。

　高島平との関わりとしては、現在、UR 高

島平団地で花壇づくりの支援をしています。

基本的に UR 団地においては造園業者が花を

植えたり植栽の手入れをしたりしています

が、全国の団地で実験的に「共同花壇」という、

住民の方が関与しながら花を育てる取り組み

が進められています。高島平団地もそうした

団地の一つで、我々が支援をしています。

　なぜ支援をするかというと、ひとつの花壇

を巡っても、「こんな花壇にしたい」と思う

人もいれば、「いや、私はこういう花壇にし

たい」という、色々な思いの違いがあります。

そうした方々を調整しながら、あるいは専門

的な知識を身につけてもらうために、専門家

を派遣したり、作業をサポートしたりしなが

ら、3 カ所で花壇づくりをやっています。ま

だ始めて 1 年ぐらいですが、UR のコンクー

ルでも優秀作品賞を頂く等、さらにモチベー

ションが上がっているところです。これも私

は居場所の一つだと思っています。
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藤井  さやか（筑波大学）

　次は、やはりUR高島平団地の方々に、もっ

と歩いてもらうための支援です。

　先ほど外出が大事だという話をしました

が、外出して頂くために、活動量計を無償で

配布するという事業を行っています。活動量

計を持った方々は、地域の UR や区の施設で

その情報を転送します。そうすると、ウェブ

で日々の歩数を見られます。我々大学側から

も、今月はこんなに歩きましたよというレ

ポートを送っています。

　この地図は番地別に歩数を集計したもので

す。番地別に競って頂くと、より歩くモチベー

ションになるのではないかということで、集

計をして、参加者の方に提示しています。

　取りあえずはここまでです。私が今、高島

平でどういうことをやっているかお話しまし

た。

出口：はい、ありがとうございます。板橋区
の住民としても、あるいは専門家としても、

高島平に関わって頂いているということで

す。先ほどご本人からもお話がありましたが、

この度の UDCTak の副センター長を樋野先生

にお願いすることになっています。それでは、

筑波大学の藤井先生にお願いしたいと思います。

藤井：筑波大学の藤井です。
よろしくお願いします。

UDCTak で高島平の地域力

がぐんぐん上がるというタ

イトルを付けさせて頂だき

ました。

私は都市計画が専門です

が、特に地域の方とどのようにまちづくりを、

都市計画と絡めてやっていくかというところ

を専門にしています。都市計画の制度だけ　

では良いまちはできません。実際にある団地

や住宅地、商店街といった場所には、その場

所の資源が豊富にありますが、それを使って

いこうという人がいなければ、なかなか良い

まちになりません。

　まちづくりでは、人というのが非常に大事

だと思います。私の研究関心は、都市計画の

仕組みと、場所の資源、そして人がうまく絡

み合ったところ、3 つが重なるところを対象

としています。

　例えば先ほど樋野先生から、高島平での花

壇づくり等のお話がありました。私も活動に

参加させて頂いていますが、高齢の人が増え

てきている中でも、安心して楽しく趣味を続
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けられるには、どのようなことができるだろ

うといった連携のあり方や、地域の方が大事

にしたいと思っているまちがきちんと守られ

るようにするには、都市計画の枠組みの中で

どのようなルールを地域につくれるか、どの

ような取り組みをすればそれが実現するのか

という点も研究関心です。

　それから、誰もが活躍できる地域づくりと

いうことも、最近はテーマとして関心を持っ

ています。高島平よりもずっと郊外で人口が

減少しているようなところでも色々な人達が

活躍できる場所をつくって地域を元気にして

いく。それから都市計画の事業でよくあるの

ですが、ただ単に工事をするだけではなく、

そこにどれだけ地域の人を巻き込んで、ソフ

トの面でも地域が元気になるにはどうすれば

いいのかということに関心を持っています。

具体的にはまた後ほど、その辺りもご紹介し

たいと思います。

　私と高島平の関わりを少しご紹介すると、

私自身は UDCTak そのものには関連はしてい

ませんが、板橋区の都市計画に関わる色々な

委員会に参加させて頂いています。進行中の

ものとしてはマスタープランの策定や、もう

すぐ始まる緑の基本計画の策定や空き家問題

の委員会にも参加させて頂いています。

　高島平では、この団地を中心に、先ほど樋

野先生がご紹介されていた共同研究に参加さ

せて頂いていますし、その関連で、今、卒業

論文に取り組んでいる学生が高島平団地にお

邪魔をして研究をさせて頂く等、色々な形で

関わらせて頂いています。私からは以上です。

出口：ありがとうございました。都市計画の
専門家として、板橋区の様々な計画づくりや

法制度の検討等に関わってこられたというこ

とです。法律や制度だけでは、実際なかなか

いいまちはできないので、さらに別の観点か

らも色々研究やアプローチをしていこうとさ

れています。また後ほど、色々と得られた知

見等もお話し頂だければと思います。それで

は続いて大東文化大学の飯塚先生にお願いし

たいと思います。
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飯塚  裕介（大東文化大学）

飯塚：専門は、建築学
をベースに防災教育や

都市解析学等を研究し

ています。

　私の研究テーマは大

きく 3 つの分野に分か

れます。まず 1 つは防

災教育分野で、今は企業との産学連携共同研

究という形で、防災教育用のボードゲームを

開発しています。粗方完成し、中学校や高校

での実証実験を始めているところです。来週

には赤塚三中さんで実証実験をさせて頂くほ

か、高校等でも実証実験をして、将来は商品

化できればと思っています。また、防災教育

用のスマホ等のアプリケーションで、バー

チャルリアリティーを活用したようなものも

つくれないかということで、今プロジェクト

を進めています。今のところは高島平での実

証実験等はありませんが、防災ゲームを使っ

た防災教育は、高島平での地域活動にも活か

せるところがあると思っています。

　2 つ目の研究分野として都市解析分野の研

究をしています。高島平に関わるところでは、

高島平新聞社さんに「高島平便利帳」の過去

の全てのデータをお借りして、それを基に商

業施設や医療機関等の時空間分布を調べ、昔

はどの辺りにどういうお店があって、病院は

どこにあったが、それが今はどういうふうに

分布が変わったかということを分析する研究

をしています。また，大学のキャンパスが移

転や撤退をすると、その前後で周辺の市街地

にどのような変化が起きるのかをデータ分析

で明らかにするような研究も進めています。

　それから 3 つ目の研究分野として建築計画

分野の研究をしています。建物内には，火災

等災害が起きたときに安全に避難できるよ

う、避難誘導灯のような避難誘導サインが設

置されていますが、目が見えない状態ですと

役に立ちません。これをユニバーサルデザイ

ンにできないだろうかと考えて、手触りの異

方性触感に着目した新たな手法を開発して、

特許申請をしつつ実証実験を進めています。

また、大学内での災害時避難の問題点をコン

ピューターシミュレーションで検証するよう

な研究もやっております。

　高島平との関わりとしては、まず職場の大

東文化大学が高島平 1 丁目にあるという点が

挙げられます。授業では高島平を対象とした

フィールドワークの授業を担当していて、今

年も既に 4 回フィールドワークをしていま

す。また，ゼミ教育の一環として、高島平で

対戦型災害サバイバルゲーム “TENPEN”
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開催されている防災訓練に参加させて頂いて

います。

　大学外の活動としては、団地内の地域交流

広場ぱうぜというところでハザードマップを

読み解く公開セミナー（全 4 回）を開催した

り、住民と学生を対象とした防災ワーク

ショップを開催したり、高島平地域創造会議

という会で地域課題について考えたり、

フォーラムを企画したりしています。それか

ら「高島平ジャーナル」という高島平にフォー

カスを当てたジャーナルを年 2 回発行してい

ます。長くなりましたが以上です。

出口：はい、どうもありがとうございます。
飯塚先生にも、この UDCTak のディレクター

をお願いしていますので、地元大学の先生と

して、また防災避難等を中心とした都市計画、

まちづくりの専門家として、ぜひこれからも

関わって頂くことになるかと思います。また

後ほど、色々ご意見を伺いたいと思います。

　今、4 人の先生方に自己紹介を兼ねて研究

テーマをお話しして頂きました。恐らく皆様

が、この高島平を意識しながらご自身の研究

テーマを紹介して頂いたかと思います。いず

れのテーマもこの高島平にとっては非常に重

要な側面、観点かと思います。

　それではまた先生方からご発言して頂き、

それを基に意見交換等ができればと思いま

す。高島平では平成 27 年に高島平地域グラ

ンドデザインというものを策定しています。

その中にこの地区の課題や、今後の進むべき

方向性といったものも整理されています。そ

ういったものも踏まえながら、ご自身のご専

門の観点から、この高島平の強みや弱み、或

いはまちづくりの課題といったものをお話し

頂ければと思います。

　今日はなにぶん UDCTak を設立して最初の

イベントということで、一足飛びに色々なこ

とを議論する前に、まずこの地域が抱えてい

る課題を専門家の方々から見てご指摘頂き、

それを今後の活動の参考にさせて頂こうかと

思っています。

　それでは、よろしいでしょうか。では阿部

先生のほうから、また順番にお願いします。

先ほどはランドスケープの観点からこのプロ

ムナード、緑地帯のことについてもお話を頂

きましたが、ぜひこの高島平のまちづくりの

課題や、あるいはその課題解決に向けての何

か参考になるようなアドバイス等がありまし

たらお願いしたいと思います。よろしくお願

いします。
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阿部：高島平では、今回のプロムナードの整
備に絡む委員会に関わらせて頂いています

が、実は昔、小茂根の病院にお世話になった

ことがあります。仕事では車で移動すること

が多く、首都高速等を結構走っています。そ

の折に見ていると、ちょうど高島平のイン

ターの辺りは本当に森になっており、非常に

いいなという印象です。

　ただ、高島平というと、多くの方は団地と

いうイメージのほうが強いのではないでしょ

うか。けれども、あのインター付近の印象を

見ると、人との関わりである森といったもの

を大切にしていくことが、やはりこれからの

高島平にとっては大事なのではないかという

気がしました。

　今回の委員会を通じて駅前のプロムナード

の辺りに行ってみると、色々とお祭りが行わ

れているにも関わらず、何か閑散としている

のがもったいないという印象で見ていまし

た。そこで、この樹林を楽しむということ、

樹林で楽しむというところが足りない部分で

はないかと思います。

　この樹林を楽しむということでは、樹林自

体をもっとつくっていく、それから並木道の

ようなところのつくり方を少しこれから考え

ていくといいのではないかという印象です。

　これはドイツのシュツットガルトのまちで

す。以前、「風の道」という都市コンセプト

が日本でも流行りましたが、街の中心部をこ

ういった形で緑のラインが通っています。こ

こを風が通ることで大気を浄化させるという

ことをやっています。こういった重厚な緑の

帯があるという意味では、高島平も非常に

シュツットガルトに近いものがあります。こ

れをいかに使っていくのかというようなとこ

ろがポイントかと思います。

高島平の強みと弱み、地区の課題等
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　並木道という意味では、日本の並木道の場合

は単なる自然樹形が非常に多いのですが、パリ

のシャンゼリゼでは整形なデザインの街路樹が

車道側、内側はこういう自然樹形ですが、こう

いった面白さがあります。パレ・ロワイヤル

というルーブル美術館のすぐ北側のところ

も、こういう風な切り方をしているところが

一つの絵になっています。これはルクセンブ

ルグ庭園です。ここも何層にもなっていて、

それぞれ切り方が違っているという面白さで

す。そういう並木道の楽しみ方があります。

　これは私が 1 年間いました、フランス北部

のボーヴェ（Beauvais）という街にあった街

角広場です。このような面白い切り方をして

います。細いところからアイスキャンディー

やキュービックのような樹形になっていたり

します。こういう楽しみ方が一つあるのでは

ないかという気がしました。

　それから、管理していくところを見せると

いう面白さもあります。これはエッフェル塔

の下のシャン・ド・マルス公園で、このよう

なダイナミックな切り方をしているのも、見

方によっては面白いと思います。ですから、

こういったものを見せていくとか。これは農

大の中庭でやった空師（そらし）による伐採

です。要するに根元から一気に倒すことがで

きないので、上から徐々に切っていくという

技術です。ですから管理するところも見せて

いくという、そういう面白さを見せるのもあ

るのではないかという気がしました。

　次に、森で楽しむライフスタイルです。こ

ういう広場をつくって、それで楽しみます。

これはパリのチュイルリー庭園です。これは

パリのラ・ビレット公園で、森の中にこうい
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うベンチを置いています。高島平のプロム

ナードの中にも、こういうものがあるといい

のかなという気がしました。

　それから、そういったところに飲食施設を

置いたり物販をしたりということもあり得る

だろうと思います。これは広尾にある 1 本の

樹木を生かしたもので、下は園芸屋さんで上

はカフェなのですが、こういうものがプロム

ナードに隣接したり、中にあったりするのも

あり得るのではないかと思います。もし施設

系が無理であれば、これはちょうど今の季節

のシャンゼリゼですが、出店や場合によって

はケータリングカーを置きながら、そしてそ

こを使う楽しみを考えていくという、このよ

うなところがこれからのプロムナードの考え

方の一つの事例としてあるのではないかと印
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象を持って見させて頂きました。

出口：どうもありがとうございます。基本
的なことなのですけれども、我々は「もり」

というと木を 3 本書いた「森」の字を使い

ます。ランドスケープの方はよく木偏に土

の「杜」を使われます。今の先生のスライ

ドもそうでしたが、これは何か特別な意味

や思いを込めていらっしゃるのですか。

阿部：そうですね。同じ「もりの都」でも
仙台はこちらの杜を使い、熊本は 3 本の森

です。ですから、人の手が加わって、人の

暮らしの中に密着している杜は、土を入れ

ているというような言い方をよくしていま

す。武家屋敷がある等、そういうような意

味合いです。

出口：そうすると高島平のプロムナードは、
むしろこの「杜」の字を使ったほうが？

阿部：考え方として、これからはそうした
らどうでしょうというようなことです。

出口：はい、ありがとうございます。幾つ
も今、示唆を頂いたと思います。特にこの

木偏に土の杜を楽しむことです。スライド

では楽しむという字も音楽の「楽」ではな

く愉快の「愉」を使われていましたが、恐

らくこれも先生なりの思い入れやお考えが

あるかと思います。

　高島平は、北側と南側に大変豊かな緑を持っ

ています。北側のプロムナードは木偏に土の

人工的な「杜」で、南側は自然をうまく生

かした「森」ですが、こういったものをあ

る意味、自然のまま野放しにせずに、むし

ろやはりきちんとデザインしていきます。

　それにはプロの方々の色々なご協力が必

要だと思いますが、住民参加でデザインを

していくと、恐らく新しい景観をつくり出

すことができます。それによって、冒頭で

おっしゃっていた高島平の団地としてのイ

メージ、高層住宅が建ち並んでいる団地と

してのイメージを、むしろ緑のイメージに

転換していくことが、地域のブランドづく

りには大切ではないかというご指摘を頂い

たのかと思います。

　それから、ベンチ等の家具、ファニチャー

を置くということも、先ほど外国の例であ

りましたけれども、プロムナードはそうい

う利活用をもう少し考えてもいいかもしれ

ません。住民の方々にもそういったアイデ

アをお持ちの方はいらっしゃると思います。

また後ほど何か補足して頂だければと思い

ます。

　それでは続いて、樋野先生お願いします。

樋野：私が高島平で行っていることを更に
ご紹介します。

　高島平には空間資源や人的資源を始めと

して様々な地域資源があるので、それらを
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生かしたお散歩マップを、大学の演習で学生

と一緒に作りました。騒音調査等様々な調査

を通じて、住民の方の話も聞きながら作った

ものです。

　それから、今年の 2 月にコリア大学から学

生が来られて東大の学生と交流をしました。

短期間ですが、高島平を対象に、プロムナー

ドをどうしたらいかという集中ワークショッ

プを行い、様々な提案が出てきました。

　それを発展させたのが、今年度の大学 4 年

生の演習です。プロムナードに対する具体的

な提案を、本当に自由に考えさせています。

プロムナードの西台駅に近い部分と、旧高七

小に近い部分について、特に力を入れて様々

な提案をしています。

　上の模型を紹介します。西台の駅から西に

歩くとプロムナードが始まりますが、この案

ではそこまで商店街を延ばしていきます。緑

地は木の量をやや抑える形にしてオープンカ

フェを設けます。緑を楽しみながらコーヒー

を飲めるような空間をつくり、その前で子ど

もたちを遊ばせるのはどうだろう、という提

案です。今後もこうして学生と一緒に考えて

いきたいと思います。
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　強みと弱みというのが今回のセカンドス

テージのテーマですが、緑豊かなオープンス

ペースがあって、都心の大手町まで 30 分と

いう便利さで、それから医療施設や福祉施設

も充実しているというのは強みです。

　そして弱みは、あえて言うならば「イメー

ジ」だと思います。

マスコミ等を見ますと、高島平団地の紹介を

する際に、高齢の女性が 1 人だけで手押し車

を押している後ろ姿を撮ったような、閑散と

した映像が出されます。しかし、そんな時間

帯等本当にわずかです。そうした映像が高島

平のイメージを下げていると思います。

　そのイメージを払拭していくためには、非

常に多様な、数多くの地域活動が行われてい

ますので、それによるにぎわいの様子をもっ

とアピールしていくべきだと思います。

　私は、高島平の最大の強みは人的資源だと

思っています。新しいまちでなく既存のまち

であるということは、これまで地域を支えて

きた方々、特にシニアの方々が数多くいらっ

しゃるということです。高齢化はネガティブ

に語られることも多いのですが、多くのシニ

アは非常に元気です。そうした方々に活躍し

てもらえるようなまちにしていくべきだと考

えています。

　グランドデザインを見ると、他の地区とど

う差別化していくか、ターゲット層をどうし

ていくかもう少し明確にしていく必要がある

と思います。

　グランドデザインの目指すべき方向性とし

ては正しいと思いますし、若者も子育て世代

にもシニアにも住みやすいというのは理想的

ではあります。しかし、人を集めようと思う

と、もう少しターゲットを具体化していかな

いと、都市戦略としては難しいのではないか

と考えます。

　そこで極端な例をご紹介します。この写

真 は フ ロ リ ダ の CCRC（Continuing Care 

Retirement Community の略。自立期からケ

アが必要な要介護期まで連続的にサポートと

ケアを受けられる高齢者のための住宅地）と

呼ばれるシニアのまちです。高齢化率 100％

ですが、非常に皆様お元気で、楽しく暮らし

ています。この CCRC は単なる高齢者施設で

はなく、シニアの方々が自ら地域活動をし、

運営にも関わりつつ、住みよい住環境をつく

る住宅地です。

　多くの人は一戸建て住宅から移ってきます

ので、まずエリア内の一戸建てに入り、身体
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機能が少し衰えると集合住宅に入り、そこで

ケアを受けながら終の棲家にできる、という

場所です。視察してみて、居住者の非常に生

き生きとしている姿が印象的でした。高齢化

率が上がることがマイナス要素として語られ

ますが、この地域では高齢化率 100％であり

ながら、皆様が本当に生活を楽しんでいらっ

しゃることが印象的でした。

　この写真は日本版 CCRC と呼ばれる「ゆい

ま～る那須」です。ここも地域との関わりを

持ちながら、シニアの方々が様々な形で活動、

活躍をされているところです。

　繰り返しになりますが、一般的に高齢者と

いう言葉からイメージする要支援や要介護と

いう方は、数でいうとわずかです。特に 65

歳から 74 歳の前期高齢者の中で、支援が必

要な方は少数です。ですから、元気なシニア

の方々が地域活動をできるような、積極的に

活躍できるようなまちづくりが大切です。高

齢化は全く弱みではなく、むしろ地域に関心

を持つ人が多いということです。それが高島

平の強みではないかと考えています。

出口：はい、どうもありがとうございます。
副センター長を務めて頂だきますが、樋野先
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生の頭の中には、もうすでに明確な課題意識

があるということがよく分かりました。

　弱みとしては、むしろマスコミがつくり上

げたイメージと言われていました。実際に私

も何度かこの高島平に来ていますが、非常に

活発に音楽会をされていたり、スポーツのイ

ベントをされていたり、本当にいつも活気が

ある印象です。

　やはり外部に発信するイメージが、私は非

常に重要だと思います。今はこういうイン

ターネット等で色々な情報発信が自らできる

時代ですので、ぜひ UDCTak がそういうチャ

ンネルになりながら、地域の本当の姿を外部

に発信していき、生き生きとしたまちである

ということをアピールしていく必要があるの

かなと思っています。そのためにも UDCTak

を使って頂ければということでしょうか。

　それから高齢化社会については、高島平も

そうですし、全国でも課題だと言っています

が、よく考えてみると、長生きするというのは、

人類がこれまで望んできたことです。ですか

ら、健康で長生きすることは、ある意味、非

常に素晴らしいことだと思います。海外の事

例と国内の一部の事例を紹介して頂きました

が、元気な高齢者の方々が活躍できるまちに

なっていくということが実はまだまだ少なく、

高島平がそういうモデルになっていければと

いうことを示して頂いたのかと思います。

　そのためには、冒頭で居場所づくりとおっ

しゃって、2 丁目団地で花壇をつくっている

実例を紹介していましたが、こういう取り組

みをずっと続けて、重ねていくことでしょう

か。それとも、UDCTak ができて、もし何か

新しくこういうことをやってみたいというの

があれば、補足して頂ければと思うのですが、

いかがでしょうか。

樋野：はい。まず花壇活動については、今は 2

丁目だけの取り組みですので、これを高島平全

域に広げていくというのが一つの目標です。

出口：全域に拡張していくということですか。
樋野：はい。UDCTak においては、そうした
新規の活動をつくり出すことももちろん重要

なのですが、高島平地域にはすでに多数の地

域活動がありますので、それらを結び付け、

より発展させていくことに注力する方向もあ

ると考えています。

出口：花壇づくり以外にも色々なまちづくり
活動をされている団体がありますので、そう

いった活動と活動をうまくつないで相乗効果

を生み出すことができないかということで

しょうか。私も今、具体的にはなかなか事例

を思い付きませんが、例えばまち歩きを楽し

んだり、あるいは写真を撮ったりするような

クラブ活動をやっている方がいらっしゃるか

もしれません。そういった方々の活動が花壇

づくりとうまくつながっていくと、それに基

づいてまた外部に対しての新しい発信にもつ

ながっていくかと思います。

　それでは 3 番手として藤井先生に、またこ

の高島平を対象にした藤井先生なりの見方を

ご紹介頂ければと思います。よろしくお願い

します。

藤井：はい。では、まずは強みと弱みという
ことで整理をしてみました。高島平団地が中

心ですが、学生と一緒に何度も地域を訪れて

お話を伺っていて、私が感じた強みと弱みと

いうことで挙げさせて頂きたいと思います。

　まず、高島平は非常にバランスの取れた空

間だと私は思っています。都市的なところも

あれば、緑も非常に豊かで、その両方が凝縮

されて入っているというのは、東京ではなか

なか貴重な場所だと思っています。また、大

きな街区でつくられているところではありま

すが、密度が高く、その分、色々な活動が常
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に数多くあり、選択肢が多いということも、

実は大きな強みではないかと思っています。

何かをやりたいと思ったときに、色々な種類

の活動が高島平にはあります。例えば食事を

するにしても、お弁当を取るにしても多彩な

選択肢があるということです。非常に高密度

だからこそ、民間のサービスも含めて、様々

な種類が提供されていることが、高島平の特

徴ではないかと思いますし、非常に利便性が

高いところも大きな強みだと思います。

　ただ、それが裏を返すと弱みにもなってい

ます。街区形成が大街区であるのは、歩いて

過ごせる範囲や日常的に顔を合わせる範囲が

少し掴みにくくなります。また、実際には多

くの方がいらっしゃるのですが、やはり大き

な街区なので、他のコンパクトなスケールの

まちと比べると、人通りが少ない空間ができ

やすくなります。

　それから選択肢が多かったり利便性が高いこ

とは、住んでいる人が困らないということにつ

ながります。ちょっとした困り事はあるとは思

いますが、本当に深刻に悩むことが少ないこ

とが、逆に実は弱みなのかもしれません。

本当に解決しなければと、地域の皆さんが一

緒になって思うと、それが核となり、大きく

何かを変える動きの原動力になります。しか

し、そこまで困っていないと、わざわざ今の

環境を変えようとは思いづらくなります。そ

のことが、今後、大きなことをしたいときに、

「いや、でも今、誰も困ってないよ」という

ところで、地域を動かしにくいという弱点に

なるのかもしれません。

　両方を踏まえた課題として挙げると、歩け

る範囲というスケール感が少し弱いのではな

いかと思います。そして、そういう目で見る

と、良いスペースが意外と数多くあるのに使

われていません。先ほどのプロムナード等も

そうですが、ここに気軽に集まれる空間があ

ればいいのにというところが極めて多くある

と思います。

　また高島平では、すでに色々な活動が行わ

れており、人が貴重な資源だと思います。け

れども、色々な活動でお会いする方が実は毎

回同じであったり、非常にエネルギッシュな

方は数多くいるけれども、一部の方にばかり

負担が偏ってはいないだろうかという懸念が

あります。それが、長い目で、或いはもっと

広げていくという目で見たときには、課題と

して挙げておく方がよいかなと思いました。

　参考事例としてカナダのトロントに 1 年間

ほど研究滞在をしたときに調べた事例を紹介

します。

　高島平の団地に非常によく似た規模の団地

の事例です。そこでも高島平と同じように、

外回りがただ駐車場になっていたり、広い空

間があるのに誰もいなかったりということが

が問題になっていて、そこを変えようという

動きがあります。屋外にベンチを置こうとい

う提案や、あるいは、駐車場の空きスペース

にお店をつくれるようにしませんかという提

案が地域から出てきて、それを大学と NPO 

とトロント市役所が協力して、実現に向けた

環境づくりを進めています。

　色々なスペースを使って、共同花壇やお店

もつくってしまおうという提案が出ています

が、そのためには、都市計画の規制が制約に

なりましたが、市役所も巻き込んで、ルール

の緩和を検討しています。本当に地域に必要

な施設であれば、規制を見直しながら、スペー

スを活用できる動きがあると思いますし、も

しかすると UDCTak のようなところが提案し

ていくと良いかもしれません。

　実際に利用方法を転換した場所では、従前

が人気のなかった所が、この様に人が集まる
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場所になったり、色々な人達が一緒に作業を

する場所になったりしています。それを繰り

返していくと、顔を合わせる頻度が増えてき

て、いつも同じ人ではなく、更に新しい人も

参加し、地域での活動等が増えて、地域の力

も上がっていきます。ですから、高島平にも

数多くある未活用のもったいないスペースを

もっと使っていけるといいなと思いました。

　もう一つ、トロントの別の団地の取り組み

です。直訳すると生涯学習センターですが、

UDC に非常に近い組織で、団地を再生する

ために新しくできたセンターがあります。英

語 だ と Center for Community Learning and 

Development で、コミュニティの学習と能力

開発のためのセンターです。

　そこで何をしているかというと、地域で何

かをしたいが何をすればいいか分からない、

どうやっていいか分からないという人達が、

まずは集まり、簡単なことからでもいいから

少し勉強をしてみて、地域で活躍できるスキ

ルを身に付けたり、どんなことが必要とされ

ているのかを話し合う中で、自分はこれなら

できるということを育てていきます。そんな

センターです。

　語学から始まって、コンピューターの使い

方等を学びます。コンピューターが使えるよ

うになると、ポスターをはじめ、「皆さん集

まりませんか」というような資料が自分で作

れるようになり、それで人が集めやすくなり

ます。簡単なことだけれども実はネックだっ

たということや、自分で起業やグループづく

りがやりたくても法律が分からない、お金の

集め方が分からないといったことをセミナー

で学び、そこから第一歩を踏み出すことがで

きる等、その様なことをセンターでやってい

ます。

　そのセンターが面白い取り組みをしていま

す。日本とカナダは少し違っていて、カナダ

のまちの場合は色々な国の人が集まって住ん

でいますが、そうした人達の中でも、お母さ

んや専業主婦の方々は、なかなか社会に出て

いく機会がありません。彼女達は家で毎日、

自分の国の料理を作っています。非常におい

しく、外のレストランに行けば、エスニック

料理として非常に高い値段で出されているよ

うなメニューです。彼女達が日常的に作って

いるエスニック料理を仕事にしたいというこ

とで、彼女達が食品衛生管理の資格を取れる
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よう、センターが講座を提供しました。大学

や市役所、保健所等色々な組織が関わって、

資格取得が可能になりました。

　資格が取れると、今度はセンターが注文を

取りまとめ、今日はアジアの人達に、今日は

中近東の人達にという形で注文を出してい

き、そういうエスニック料理をケータリング

やお弁当等として外に提供できるようになり

ました。それがささやかでも収入になってい

くような、そんな動きが広がっています。今、

1 食だと日本円にして 1,000 円、2,000 円かか

るので、結構なお金が動くようになりました。

　もし高島平でお料理が得意な方がこういう

ことを始められたら、お弁当やお昼ご飯を提

供できるようなところが増えてくるかもしれ

ません。このように、皆さんが日常的にやっ

ていることを社会のために仕事として生かせ

るようになる、その様なきっかけづくりがあ

ると、活動がボランティアベースばかりでは

なく、ビジネスとなり、長く続けていける大

事な第一歩になるのかなと思います。

　カナダのそのセンターでは最近、料理と同

様に、手芸や工芸等もビジネス化しようと頑

張っています。私も子どもがいて、かつて保
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育園準備に必要なものが非常に多くあり、し

かもサイズが決まっているため既製品では間

に合いません。私は全然時間がなく対応でき

なかった時に、近所の手芸が得意な方にお願

いできればと何度も思いました。そうしたこ

とも、本当はつなげるだけで仕事になったり、

それがきっかけで地域の新しい動きになった

りするのではないかと思います。

　私は元々都市計画が専門で、空間を皆でつ

くって活用していくというところが非常に大

事だとは思っていますが、それに加えて、人

が生き生きと過ごせる仕組みも必要だと思い

ます。先ほど居場所というお話がありました

が、居場所というのは物理的に行きたくなる

場所だけではなく、自分が地域で役に立って

いるという実感が得られることも、大事な居

場所の要素だと思います。その様なところに

もつながっていくと高島平のコミュニティの

層が次第に厚くなり、大きく育っていくと思

いました。

出口：色々と貴重なご意見をありがとうござ
います。今日、登壇して頂だいた中では唯一

の女性の先生です。

女性或いは主婦の観点から見たときにはどう

でしょうか。先ほどお料理の話を少しされて

いましたが、むしろ女性の観点から見たとき

の、この高島平の課題や、いろいろな可能性

というのを、また少し補足して頂だければと

思います。

藤井：そうですね、むしろ女性の方が課題は
少ないと思っています。割と女性はご近所付

き合いをよくしていて、地域の活動をよく分

かっていますし、集まりましょうといったと

きに集まりやすいのも、女性だと思います。

こういうところに、いかに男性にも来て頂く

かが、むしろ難しいのかなと思います。

出口：はい。多分、皆様はご自身のご体験で

もお分かりかと思います。確かに男性は職場

を通じて社会とずっとつながってきた人達が

多く、その職場との関係がなくなってしまう

と社会との接点もなくしてしまいがちだと言

われます。むしろ女性の方々、主婦の方々が

ご主人を積極的に引き出していくような、そ

んな取り組みができればということですね。

ありがとうございます。

　それでは飯塚先生、この地域に対してのサ

ジェスチョン等も含めてお願いできればと思

います。

飯塚：はい。まず高島平地域の強みですが、
4 点あると思います。まず 1 つは、すでに活

発な地域活動がされている、しかもそれが

40 年に渡ってされてきているという歴史が

あることが大きな強みだろうと思います。

この写真は区のホームページから拝借してき

ましたが、そういう歴史と、それからその活

動をされている人がいるということが、大き

な強みだと思います。

　それから 2 点目は、地域の中に大東文化大

学という大学があることです。

　大東文化大学には板橋・東松山・信濃町の

3 つキャンパスがありますが，この内の板橋

キャンパスには 5000 名の学生と様々な分野

の専門家が通学・通勤しています。この多く

の学生と専門家たちをうまく活かすことがで

きれば地域の大きな強みになるだろうと思い
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ます。これまでも高島平と大東文化大学は

色々お付き合いをさせて頂いていますが、こ

れからもこの強みを活かしていけるといいな

と思っています。

　それから 3 点目は、多様な要素が共存して

いる地域であるということです。高島平地域

というとどうしても団地ばかりに目が行って

しまいますが、今回のグランドデザインでも

団地のある 2 丁目、3 丁目だけではなく、1

丁目から 9 丁目までが対象範囲となっていま

す。この 1 丁目から 9 丁目を見ますと、低層

の住宅が広がっている 1 丁目や 4 丁目、5 丁

目、或いは商店街やマンションが多く建って

いる 7 丁目、8 丁目、それから倉庫や工場等

がある準工業地域を含む 6 丁目、9 丁目とい

うように多様な地域が共存した状態になって

います。それぞれの地域で成り立ちも違うし、

抱えている問題や、強みも弱みも違うだろう

と思います。この一様ではないということが、

逆にお互いを補い合える可能性を秘めている

のではないかと思います。それを私はポジ

ティブに捉えて、高島平地域の強みと考えた

いと思っています。

　4 点目は高島平を語るときにいつも言われ

ることですが，都心へのアクセスが良いとい

う点です。三田線で都心から 30 分という立

地は通勤・通学に便利というだけでなく，地

域の魅力をうまくアピールできれば、外から

人に来てもらえるまちになる可能性を秘めて

いて，地域の強みとして活かしていきたいと

思っています。

　一方で弱みなのですが、私は 3 点ほど考え

てきました。まず 1 点目は、居場所の問題で

す。子育て世代や若者、高齢者も含めた世代

が集まりたくなるような場所、居場所が、も

う少しあってもいいかと思いました。それが

一つの弱みかなと思っています。

　この背景に、「武蔵野プレイス」という、

武蔵野市にある図書館や生涯学習施設の複合

施設があります。まさに子育て世代や若者、

高齢者を含めた全世代が集まりたくなるよう

な居場所を目指してつくられた施設で、でき

て 5～ 6 年たっていますが、とても好評だと

いう話を伺っています。

このように皆が集まれる居場所があればいい

のではないかと思います。

　それから、この高島平地域だけではなく、

もう少し板橋区のこの辺りを広域で見てもそ
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うなのですが、芸術、文化に市民が触れられ

る場所が、もう少しあってもいいのではない

かなと。更に言えば、新しい文化や芸術を創

造、発信するようなものがあってもいいので

はないかと思います。

　これはキプロスにこういう野外劇場がある

のですが、今でも近隣の方が様々な活動に活

用されている、そんな場所だそうです。屋外

の劇場である必要はないと思いますが、何か

文化、芸術に触れられる場所があると、地域

の魅力、それから先ほど出ていたイメージの

向上にも役立つのではないかということで、

こういうものがないのは弱みなのかなと思い

ました。

　それから 3 点目は防災の観点でいうと、高

島平地域は比較的低地にあり、北側の荒川や

新河岸川の堤防の破堤や、それから内水氾濫

のリスクがどうしてもあります。

　これは 200 年に 1 度レベルの洪水を想定し

たときに、どの範囲がどれくらい浸水するか

を示した図ですが、これを見ると、高島平地

域は 5 メートルぐらいの浸水が想定されてい

ます。

　5 メートルというと 2 階にいても水浸しに

なってしまうということで、1・2 階建ての

戸建住戸の方は他の場所に避難する必要があ

りますし、中高層の方も 3 階以上まで上がら

ないといけないということになります。

　発生の頻度は低いと言っても、このような

災害が今年、来年に来てもおかしくないので、

地域全体でそれを意識しながら、まちづくり

を進めていく必要があると思います。今、こ

の部分は必ずしも十分ではないように感じま

すので、地域の弱みと言ってもいいのではな

いかと思います。

出口：ありがとうございました。日常のまち
づくり活動の中で、やはり防災や防犯という

ものの位置付けをもう少し皆様で意識しなが

ら、そういう活動に取り組んでいくことが重

要だと思います。ぜひ UDCTak の取り組みの

中にも、防災や防犯をキーワードにした取り

組みを組み込んでいければと思います。

　それから居場所の話ですが、冒頭、阿部先

生からランドスケープの観点で、特に人が樹

木に手を加えることによって新しい景観をつ

くり出すという話が指摘されていましたが、

もう少しそれを居場所に転換していくという

か、専門家だけではなく住民の人たちもプロ

ムナードの整備や保全に関わっていく可能性

というのは、どうなのでしょうか。その辺り

を補足して頂ければと思います。

　また、藤井先生が、先ほどの海外の例で、

団地の足元をもう少し豊かに緑化するような

例を挙げていました。これもまた、UR さん

が管理されている場所をそういうふうに住民

や外部の人が手を加えるというのは非常に難
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しい問題があるとは思いますが、その辺りの

アイデア等があれば、藤井先生にも補足して

頂ければと思いますが、いかがでしょうか。

阿部：私が樹林で楽しむという中で「広場」
と書いたのは、まさにそういうことです。例

えば高島平の駅前の交番の近くの交差点の辺

りに樹林がありますが、あの角地などは、そ

れこそ広場的に、足元をもう少し入れるよう

にして、例えば円形のたまりのような空間を

つくるだけでも全く違ってくると思うのです。

　それから、例えば森の中に、小さな居場所の

様なものをつくってもいいと思います。夜でも

やっているカフェが森の中にあって、そこで

一杯、引っ掛けてから家に帰ります。そうい

うものがあると、防犯の目にもなっていきま

す。真っ暗な中を帰るのではなく、そういう

人目があるというのが多分、防犯的な意味合

いにもなっていくのではないかと思います。

　それから、色々な会話が生まれてくるよう

な場づくりです。それが広場や森の中で展開

していくと、コミュニティも強くなっていく

のではないかと感じました。

出口：ありがとうございます。人目があるま
ちにしていくというか、団地の中のあちらこ

ちらに人目が行き届くようにしていくという

のは、非常に防犯上も重要ですし、お互いに

コミュニティをつくり、育てていく上でも非

常に重要ではないかと思います。ありがとう

ございます。藤井先生、いかがでしょうか。

藤井：私が先ほどご紹介した建物の足元を変
えている事例は、実は UR に非常に近い組織

が関わっています。カナダでは国全体の公的

な賃貸住宅を管理するところはありません

が、トロント市全体の住宅団地を管理してい

る組織が持っている空きスペースを使ってい

るので、もう誰の所有であるとか、誰が住ん

でいて管理をしなければいけないといった枠

組みをかなり取り払っています。地域全体の

組織が、ここは地域のために使わせてほしい

ということで、本当にかなり自由に使ってい

るわけです。高島平も、せっかく UDCTak が

できたのであれば、ぜひ一歩を踏み出して頂

けるといいなと思ったりもします。

　また、そういう活動には色々な費用がもち

ろんかかってくるのですが、それは外からの

助成等をかなり取りながらやっています。他

の大きな NPO が、こういう地域活動のため

のお金を取ってきて、それを改装に使い、日

常的な運営費は、その地域の中でプールして

いるお金を回すという様なことをしていま

す。ですから最初の第一歩を誰が出すかとい

うところは難しいので、外から適切なものを

探してくるということがあると思いますが、

そのように、場所を提供する人、力を提供す

る人、活動をする人という様な形で、皆でやっ

ていると聞いています。

　こういう場所は、誰のものだから誰しか参

加できないという様にしてしまうと、やはり

なかなか色々な人が自由に参加できず、居場

所という形になりにくかったりもします。ど

こでも自由にどうぞということではないとは

思うのですが、何カ所か開かれた場所ができ

て、今回はそこでやったから、次は別のとこ

ろでという様に連鎖していくのかなと思いま

す。

出口：ありがとうございます。やはり最初の
きっかけづくりのようなものが大事で、初め

にモデルをつくらないといけませんね。

　この場ではなかなか答えが見つからないか

もしれませんが、また一緒に研究していけれ

ばと思います。
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出口：かなり時間も差し迫ってしまったので、
１人数分で、もう一言だけお願いしたいと思

います。今回、「民・学・公」連携というこ

とを標榜したこのセンターを、いわゆる行政

の外郭団体ではないセンターということでつ

くりましたが、「民」と「学」と「公」にそ

れぞれ役割があると思います。そういった役

割、あるいはチームを組んでいくときの課題

等について、お 1 人ずつご指摘頂ければと思

います。飯塚先生、藤井先生、樋野先生、そ

して阿部先生ということでお願いしたいと思

います。

飯塚：まず 1 つは既存の様々な地域活動があ
るということで、この UDCTak は、やはり強

力な情報発信力を身に付けて、既存の地域活

動を加速するような役割を担っていきたいと

思います。インターネットにおける Yahoo!

や Google の様に、地域活動のポータルサイ

トの役目を担えるといいのではないかと思い

ます。

　それから、誰もが集まりたくなる居場所づ

くりということで、先ほど申し上げたことで

すが、今、プロムナード整備のための事前の

検討が始まっていると思います。まずはその

プロムナード整備のところから全世代が協力

して、居場所になる様な空間をつくっていく

活動をしていけたらいいなと思います。

　そして 3 点目は文化、芸術、学問の香り漂

うまちづくりと書きましたが、どの様なまち

を目指すかというときに、文化や芸術、学問

のようなものがあるといいのではないかと思

います。そのときにやはり、これは自分自身

が頑張らなければということなのですが、地

域にある大学である大東文化大学のやる気と

いうのが一つの鍵になるのではないかと思い

ます。そのためには、やはり個々の教員もそ

うですが、大学トップのリーダーシップもあ

る程度は必要かなということで、そういう

「学」に期待するところがあります。

　それから 4 点目の内水・外水氾濫の発生に

対応した避難マニュアルづくり。これは行政

がつくるもの、「公」がつくるものというよ

りは、それぞれの地域や家庭でつくる様なマ

ニュアルをイメージしています。それも「民・

学・公」が連携してマニュアルづくりやワー

クショップを行う等して、地域の防災力を強

化していくことができればいいなと思ってい

ます。以上です。

出口：はい、どうもありがとうございます。
地元の大学として、大変に力強いお考えを打

ち出して頂きました。大東文化大学はこれま

でも色々とまちづくりに参画されてきたと思

いますが、今回の UDCTak の設立を機に、よ

り地域とのつながりを強めて頂ければと思い

ます。また、飯塚先生にはぜひ、UDCTakのディ

レクターとして、その辺りの役割もお願いし

たいと思います。それでは藤井先生、よろし

いでしょうか。

藤井：繰り返しになるのですが、先ほど私は、
この地域で幾つか課題と感じることを挙げま

した。こういう課題は、よくよく考えてみる

とつながっているというか、人が集まる場所

をつくり、またそこで人が育ちという様なこ

とをしていけば解決できる種類の課題だと

思っています。ですので、やはり「民・学・公」

がせっかく集まるのであれば、地域の方がそ

の第一歩を踏み出せる様に背中を押してくれ

る、その様な場をつくって頂きたいと思いま

した。

　何かやりましょうと地域の方が最初に声を

出すのは難しいかもれません。そのときに、

やりませんかとお声掛けをしたり、デザイン

「民・学・公」連携に向けた課題
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スクール等で専門家の人が色々なアイデアを

出すだけではなく、どうすれば活動ができる

のかというノウハウを地域の人と一緒に考

え、こうすれば本当に人に声を掛けられる、

或いはこういうことが今、必要ならばここに

参加すればいいというのを地域の人が具体的

にイメージできる様な場があるといいなと思

います。また、何かやりたいといったときに、

「公」はそれをできる器をぜひつくって頂き

たいと思います。

　その器というのは、例えば先ほど UR の土

地をお借りして何か地域に開かれたものをと

いうときに、都市政策の規制の緩和等も含め

て、できるだけ色々な制約を取り除いていく

ところに、ぜひ力を注いで頂きたいなと思い

ます。

　それから、共同花壇の活動等についても、

声を掛けて下さる方は非常に数多くいます

が、かなりの方が実は団地外の方だったりし

ます。お花がきれいでとても喜んでいます等

おっしゃってくれて、ぜひご一緒にと言いた

いのですけれども、お住まいが団地外だと、

今はなかなか一緒にとは言いにくかったり、

そういう色々な区分等を考えずに自由に活動

できる様な場をつくるところを、ぜひ「公」

がバックアップして頂けるといいのではない

かと思います。

出口：ありがとうございます。恐らくこれは
どこの地域でもそうなのですが、住民の方の

中にも、やる気持ちはあるけれども一歩が踏

み出せないというのがあります。そういう

きっかけづくりをこの UDCTak はぜひやって

いければと思います。関心があるのだけれど

も、私が行っていいのかどうかと考えている

方も結構いらっしゃると思います。そういう

人たちを引っ張り出していくというと少し言

葉が悪いかもしれませんが、或いは背中を押

すような、そういった出来事というか、イベ

ント等も、ぜひつくり出していければと思う

し、そういった活動も次々に増やしていけれ

ばということで、それがまちの地域力につな

がっていくと思います。ありがとうございま

す。それでは樋野先生、お願いします。

樋野：藤井先生から共同花壇のお話が出まし
たが、団地外の人でも参加できますので、ぜ

ひ花壇活動に参加して下さい。

　この写真は横浜の洋光台ですが、「CCラボ」

という、市民や住民の方が自由に使える場所

がやはりあります。出口先生のお話でも、

UDCK の拠点を紹介されました。私は先ほど

から、居場所というのは必ずしも物理的な空

間を伴わなくてもいいと話してきましたが、

やはり目に見える場所があるというのは非常

に強みになります。

　ですから、イベント等色々な活動を仕掛け

ていくことも大事ですが、そうした拠点をつ

くっていくとか、プロムナードの様に目に見

える形での改善が分かることが UDCTak のプ

レゼンスを示すことになるので、やはりこう

した物理的な空間にも関与していくことが大

事だと考えています。

　いわゆる「ヒト・モノ・カネ・情報」の内の「情

報」という部分を「公」と「民」に期待して

います。例えば、あるイベントや事業をやろ

うとしたときに、色々な規制に引っ掛かりま

す。そういうときに、どうすればいいのかと
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いう情報を、行政や UR の方は豊富にお持ち

だと思います。

　それから、この団地のイメージを変えてい

くために情報発信していきたいというとき

も、「公」の力が必要です。そしてもちろん

高島平新聞さんの様な「民」の力も大事にな

ると思っています。

　「学」という立場でいうと、我々教員も研

究として関わることがありますし、学生が卒

業論文や修士論文を書くということもありま

すが、その分析のためにも情報が必要です。

行政は大量の情報を握っているわけです。も

ちろん個人情報等で出せない情報もあるとは

思いますが、昨今のオープンデータの流れか

らすると、必要な情報を出してもらい、それ

らを分析して次の事業につなげていくといっ

た循環が、この UDCTak の中でできればと

思っています。

　最後のスライドは本当におまけなのです

が、2 年生の授業で、学生にグランドデザイ

ンと今回の UDCTak の概要を見せて、書かせ

たレポートを整理したものです。多かったの

は、「若者は住みたくない」という意見です。

若者が住みたいまちは、シニアが住みたいま
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ちや子育て世代が住みたいまちとはそもそも

違うという前提で、彼らはレポートを書いて

いました。ブランディングやPR、コンセプト、

アイデンティティといったことをしっかりと

やっていくべきだという意見も多くありまし

た。彼らは将来的には子育て世代になるわけ

ですので、彼らの意見も貴重だと思います。

キーワードとしては、「緑」もありますが、

「ゆっくりなまち」を目指すと良いのではな

いかというものもあります。若者は好まない

けれども、そういったまちをむしろ前面に出

せば良いのではないかという意見です。

　コミュニティ活動は先ほど申し上げたとお

りです。あとは右上の方に「カフェ」と赤字

で書いています。もちろんコミュニティカ

フェの様な住民の手づくりのカフェも必要な

のですが、話を聞くと、やはり民間事業者が

やっている様な格好の良いカフェが欲しいと

考えています。高島平で比較的若いシニアの

方とお話しすると、民間のサバサバしたサー

ビスがむしろ好きだという方のほうが実は多

く、やはりそうしたものも必要だろうと思い

ます。

　それから職の環境です。確かに大手町まで

すぐに行けて便利なのだけれども、ここで働

けると、例えば子育て等とも両立しやすいの

ではないかという意見です。

　団地のイメージを刷新することが大事では

ないかという意見もあります。これは取手の

UR 団地ですが、東京藝大とタッグを組んで

住棟の妻側にアートを施して、画一的なイ

メージを変えたという取組みです。こうした

取組みも高島平で考え得ると思います。

　交通の面では、高島通りに自転車専用レー

ンをつくったらどうかという意見がありま

す。2020年に向けて、私も非常に賛同します。

　それから UDCTak への意見もあります。結

構辛辣な、「外部の人間が何を言えるのだ」

というような意見や、ニーズ把握や住民の関

与をしっかりとやって下さいという意見があ

りました。

　また、大学という立場からすると、色々な

学生が集まって泊まり込み、集中的にこの団

地について考えるサマープログラムを催し

て、大東文化大学や東大、筑波大、更には全

国の大学生の知恵を借りてはどうかという意

見も出ました。

出口：それでは阿部先生、お願いします。
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総　括阿部：はい。何も新たに施設をつくらなくて
も、例えばキッチンカーのようなものを置い

てもいいと思います。但し、そのための広場

が必要となります。また、新宿や渋谷や品川

で飲んでくるのではなく、早く帰りたくなる

ようなまちということで、スタンドでビール

を 1 杯引っ掛けて家に帰るというようなつく

りをしていくのもいいのではないでしょう

か。そのためには、色々なつながりというの

が必要になると思います。

　都市の緑というのは、私は緑に軸足を置い

ていますが、広大な緑から畑や公園、個人の

家まで色々なスケールがあり、それに個人で

あったり自治体であったり、様々な主体が関

わっていくわけです。その関わり方も多種多

様です。その意味では、多彩なつながりとい

うのが非常に大事なのではないかと思いま

す。ですから自治体の中でも、公園は公園、

道路は道路という縦割りではなく内部のつな

がりが必要ですし、それから民間と行政のつ

ながり、そういった仕事のつながりが必要だ

と思います。

　また、先ほどのキッチンカーの話にしても、

場所を提供する人とサービスをやる人のネッ

トワークが必要です。そして今回、「民・学・公」

連携ということで立ち上がりましたが、それ

ぞれの中でばらばらになっているのではな

く、それがつながっていくことも大事です。

　それから空間のつながりです。道路から一

歩入ると広場になっていて、そこは公園の用

地であるとか、そういう空間的なつながりが

できていくと、かなり面白い緑の空間が実現

してくるのではないかというようなことも思

いました。ぜひ期待しています。

出口：はい、どうもありがとうございました。
終了時間を少しオーバーしてしまいました

が、ご登壇頂だいた方々から大変多くのご示

唆と課題に対する指摘を頂きました。全体を

一言でまとめるのはなかなか難しいのです

が、幾つかキーワードも挙げて頂きましたの

で、皆さんと共有していきたいと思います。

　UDCTak は本日、設立されましたが、どう

もこのまちの強みは、既に沢山あるというの

が今日のご意見だったと思います。まちの骨

格はしっかりとしています。当然、団地とし

て計画的につくられていますので、空間的な

配置のバランスが非常によく取れているとい

うことです。

　その一方で、やはりまちが成熟していく中

で、住んでいる方々の変化や、また新しい方々

を受け入れていくための素地をつくり出して

いかなければいけないというのが、今日の先

生方のご指摘かと思います。

　環境的な資源としては、まさにプロムナー

ドに象徴されるような自然があります。これ

を木へんに土の「杜」に変えていく、要する

にもっと手を入れて人と関わりを持たせる必

要があるだろうということです。住民の方々

や区民の方々が関わっていき、その空間を居

場所にしていくといった取り組みが必要では

ないかというご指摘を頂きました。

　それから高島平は空間的な資源も豊富で

す。団地の足元周りにも空間がありますし、

あるいはやや老朽化している部分もあります

が、公共施設も揃っています。そういったこ

とも含めて、幅広く団地全体あるいはこの地

区全体の中の公共的な空間や居場所の空間に

ついて、この UDCTak の設立を機に、皆さん

で見直してみることが必要かなと思います。
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ぜひ、そういった取り組みを進めていきたい

と思います。

　また、実は 1 週間前にプレイベントでこの

プロムナードの一部に屋台や露店を出して

オープンカフェを開設し、後ろの方でゾウの

形をした掲示板にポストイットで意見を貼っ

て頂だきましたが、やはり今日のご指摘と同

様に、若い人とご年配の方とが交流する場や

機会が欲しいというような意見が挙げられて

いました。そういった意見も踏まえ、今日の

居場所というキーワードを切り口にして、

UDCTakの活動を進めていければと思います。

　それから、何よりも人の資源というのは、

実は高島平には極めて数多くいらっしゃいま

す。本当に色々なグループの方々が多彩な活

動をされています。これを束ねて地域の魅力

にするために、そういった活動を横につない

でいく必要性というものを今日は強調して頂

だいたと思います。やはり最終的にはまちと

いうのは人が資源ですので、そういった人の

活動の裾野を広げていかなくてはいけませ

ん。まだ実は眠っている人の資源が、この高

島平にはたくさんいらっしゃるのではないか

と思います。様々な特技を持つ方等多彩な人

材が実はいらっしゃると思いますので、そう

いった人達がまちづくりを楽しんでいけるよ

うなまちにしていきたいというのが第一で、

それを文化まで育てていくことが重要ではな

いかという飯塚先生のご指摘もありました。

　そのように、空間は非常にしっかりしてい

ますので、そこを人が生き生きと活躍できる

ようなまちに仕立て上げていこうというのが

皆さんの共通した意見だと思いますし、具体

的にはそういった空間を、人気がある、人目

があるまちにしていく、そのためにはどうい

う仕掛けをしていけばいいかというのが

UDCTak に課せられた課題だというご指摘を

頂だいたのだと思います。

　雑駁ではありますが、これをまとめとして、

このシンポジウムを終了させて頂だきたいと

思います。限られた時間でしたが、ご登壇の

先生方には本当に熱心なご意見、ご議論をあ

りがとうございました。

　また、今日は多数の方に会場にお越し頂だ

きました。本当は会場からもご意見を頂だく

時間があればと思ったのですが、残念ながら

今日はそういう時間を取れませんでした。ま

た UDCTak の開設を機に、そういった機会を

つくっていければと思いますので、今後とも

よろしくお願いいたします。

　それでは進行を司会のほうにお返ししたい

と思います。

司会：出口先生、パネリストの皆様、ありが
とうございました。もう一度拍手をお願いし

ます。

　以上で本日のイベントは全て終了となりま

す。これからアーバンデザインセンター高島

平を運営していくに当たっては、本日ここに

お集まり頂だきました皆様のお力添えが不可

欠です。今後ともご理解ご協力のほどをよろ

しくお願いします。

　本日はお忙しい中、長時間にわたりご参加

を頂だき、誠にありがとうございました。こ

れにてアーバンデザインセンター高島平設立

記念イベントを終了します。
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パネル展示 模型展示

高島平みらいゾウ カフェコーナー

会場全体の様子 いっぴん会のコーナー

会場の様子
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　UDCTak の設立プレイベント及び設立記念イベントに
おいて、「高島平みらいゾウ」によるアンケート調査を
行いました。
＜調査日時＞
　10 月 30 日（日）10 時～ 16 時
　11 月 6 日（日）13 時 45 分～ 16 時 15 分
＜調査方法＞
　付箋に以下のテーマについてコメントを書き、みらい
　ゾウに貼付してもらう。
　　①未来の高島平はどんなまち？（まちの将来像）
　　②高島平の好きなところ
　　③高島平緑地でしたいこと
＜サンプル数＞　177 枚

図１：親和図法によるアンケート結果の整理・分類　　
①未来の高島平（まちの将来像）③緑地でしたいこと　※（　　）内は票数を記載

　

「高島平みらいゾウ」によるアンケート

※親和図法
アンケートの自由回答等を相互の関連によってグループ化し，整理、分類、体系化する方法。
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　まちの将来像としては、若い人の増加を望
む一方でお年寄りが生活しやすいまちへいう
声も多く、更にそうした世代間の交流を望む
声もありました。
　また、人が集まる、楽しめる等、街の活性
化の他に、美化、安心安全、良好なコミュニ
ティ等を望む声がありました。

　緑については、自然豊かな環境に加え、特
に緑地について、カフェ等の飲食店での活用
のアイデアに加え安全安心や防犯を望む声が
ありました。
　その他に、既に実施されているお祭り等の
イベントも評価されているようです。

図２：親和図法によるアンケート結果の整理・分類
②高島平の好きなところ　※（　　）内は票数を記載
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図３：テキストマイニングによる分析（ワードクラウド）
　出現数の多い単語を抽出し、値に応じた大きさで図示。色は品詞に対応している。（青：名詞、緑：形容詞、赤：動詞）

図４：テキストマイニングによる分析（共起ネットワーク）
　出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図。出現数が多いほど大きく、共起の程度が強いほど太い線で
　描画。

※テキストマイニング
アンケートの自由回答等を単語や文節で区切り、それらの出現の頻度や共出現の相関、出現傾向、時系列等
を解析することで有用な情報を取り出す、テキストデータの分析方法。
本調査では、株式会社ＵｓｅｒＬｏｃａｌのフリーのテキストマイニングツールを使用して分析

　高島平の好きなところとしては、住み良い、
便利、緑が多いといった住環境の良さが評価
されています。また、ふるさと、のんびりし
ている、人があたたかい等、落ち着いたまち
としても高く評価されています。
　利便性については、物価の安さ、スーパー
や病院の立地などに加え、交通利便性も高く
評価されています。
　参考として行ったテキストマイニング（※）
による分析では、まちの将来像ではお年寄り、

若者、明るい、活気、にぎやか、あふれる等が、
高島平の好きなところでは、みどり、便利、
豊か、交通、買物といったキーワードが抽出
されました。
　以上のアンケート結果から、高島平は緑豊
かで生活しやすい環境が評価されているもの
の、若者の増加や飲食店などによるにぎわい
や活性化、若者とお年寄りの交流等が望まれ
ていることがわかりました。

①未来の高島平（まちの将来像）＋③緑地でしたいこと ②高島平の好きなところ

①未来の高島平（まちの将来像）＋③緑地でしたいこと ②高島平の好きなところ
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　板橋区ではグランドデザインの実現に向け
た、都市再生の取り組みの第一弾として、「緑
とにぎわい」の都市空間をデザインしたプロ
ムナード（散策道）の整備が掲げられています。
　「高島平プロムナード基本構想」（以下「基
本構想」という）は、新たな時代のニーズに
応え、都市再生を先導するプロジェクトとし
て、防災とも連携しつつ、いきいきとした人々
の活動が生み出されるようにプロムナードを
再整備していくための基本的な考え方を示す
ものとなります。そのため、区の策定する基
本構想への提案や提言を挙げるべく、研究プ
ロジェクトを立ち上げることとしました。
　検討については、UDCTak の設立に先行す
る形で、「民・学・公」のメンバーで構成する「プ

ロムナード研究部会」（以下、「研究部会」と
いう。）を設置して取り組みました。

プロムナード研究部会（◎リーダー）
・構成：１５名
（学）◎ 東京大学大学院 中島直人 准教授
 大東文化大学  飯塚裕介 講師
 東京農業大学  阿部伸太 准教授
（民） 町会連合会 高島平支部長
 商店街連合会 第七支部長
 肢体不自由児者父母の会会長
 公募委員（5名）
（公） ＵＲ都市機構 東京北エリア経営部
   団地マネージャー
 板橋区区職員（3名）

高島平プロムナード基本構想（素案）への提案・提言に向けた検討

＜高島平プロムナード基本構想　検討体制・検討経過＞
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プロムナード勉強会　開催概要

　研究部会の下部組織として一般参加型の勉
強会を設置し、区ホームページや町会・自治
会掲示板へのポスター掲示等を通じて、広く
声かけを行い、都市再生に関心のある地域住
民や大学生等も交えて「まち歩き」や「ワー
クショップ」、「学生提案」などを通じた意見
交換を行いました。プロムナード基本構想の
策定に向けて住民（公募）、地域活動団体、

大学、行政機関などをメンバーとして立ち上
げられた「プロムナード研究部会」による取
組として、研究部会有志に希望する住民や学
生を加えた勉強会を開催し、プロムナードの
持つ魅力や課題を再認識しながら、プロム
ナード整備のあり方や効果的な活用方法など
を検討しました。

＜第 1回勉強会＞
開催日時：平成 28 年 6月 12 日（日）
　　　　　午後 1時～ 5時 10 分
場　　所：高島平団地 2-32-2 号棟 集会所 u2・3
内　　容： ① ディスカバリーウォーク（まちあるき）
　　　　　② プロムナードについての意見交換
　　　　　　・魅力的な所
　　　　　　・改善が必要な所
　　　　　　・やってみたい（真似したい）使い方・
　　　　　　　過ごし方
　　　　　　・自分ができること
参  加  者：３７名
　　　　　（［民］13 名、［学］17 名、［公］7名）
　　　　　（６班に分かれて、まち歩き及び意見
　　　　　交換を実施）

＜第２回勉強会＞
開催日時：平成 28 年 9月 10 日（土）
　　　　　午前 10 時 15 分～ 12 時 15 分
場　　所：高島平地域センター　第一洋室
内　　容： ① 東京大学演習課題成果発表
　　　　　② 高島平プロムナード基本構想（提言

に向けた素案）についての意見交換
　　　　　　・整備方針
　　　　　　・ゾーンごとの整備方針
参  加  者：２９名
　　　　　（［民］7名、［学］13 名、［公］6名）
　　　　　（４班に分かれて意見交換を実施）
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〒173-8501　東京都板橋区板橋二丁目 66 番 1号
都市整備部 高島平グランドデザイン担当課
電話番号：03-3579-2183　FAX 番号：03-3579-5437
E メール：takamachi@city.itabashi.tokyo.jp

問い合せ先

facebook facebook で最新情報を発信しています。
「UDCTak」で検索し、　　　　をクリック！いいね！
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